
琉球沖永良部語ワークショップ参加者募集!

　 プログラム
❶ 背景説明とお話
 山田真寛，横山晶子（国立国語研究所）
 ズラズリ美穂（ロンドン大学），半嶺まどか（ラップランド大学）

❷ 取り組みの発表
 ・田中美保子（国頭集落）
 ・永井徹（喜美留集落）
 ・柏原えりか，柏原莉子（上手々知名集落）
 ・永野敏樹，永野めぐみ，永野隼樹，永野彩奈，永野太翔（永嶺集落）

❸ 唄・三線と踊り～交流会

開催場所 :
国立国語研究所3Fセミナー室にて開催
◯JR中央線立川駅北口から徒歩 20分
◯多摩モノレール高松駅から徒歩 5分

◯ワークショップは以下の研究の成果を使用して行われます。　
国立国語研究所（所長裁量経費、基盤型共同研究プロジェクト「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」）、
科研費（17J04617「危機言語の継承に向けた実践的研究－琉球沖永良部語を事例に－」、16K16824「琉球諸語の記述と復興研究の
ためのプラットフォーム基盤構築研究」　企画：言語復興の港

問い合わせ先 :
山田真寛 (やまだまさひろ)  m-yamada@ninjal.ac.jp
国立国語研究所 〒190-0014 東京都立川市緑町 10-2  
Tel.0570-08-8595 (ナビダイヤル)

参加費無料
申込不要

　言語の多様性を体験しよう
日本には消滅危機言語が８つあると言われています。その

うちの 1つの言語が話されている島、沖永良部島、和泊町

( わどぅまい ) の親子チームが、一年間の言語復興の取り

組みを発表します。彼らの楽しい報告を聞きながら日本の

中の言語の多様性を体験してください。発表の後には、彼

らによる唄三線・踊りと、交流会も予定しています。

　言語復興の専門家による実践報告
言語復興を専門に研究している、ロンドン大学 (イギリス)

のズラズリ美穂さん、ラップランド大学 ( フィンランド )

の半嶺まどかさんのトークもあります。彼らが沖縄島と石

垣島でそれぞれ実践している、Master-Apprenticeという

手法を用いた言語復興の取り組みについて報告していただ

く予定です！

2020.2.16日 
13:00 -17:00

[沖永良部(おきのえらぶ)島マップ]


